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理念・基本方針 

 

 

 

 

 

 

---- 法人理念 ---- 

 

良質な医療・介護を通じて、地域社会の繁栄に貢献する 

 

 

---- 基本方針 ---- 

 

・三大疾病（がん･脳卒中･心臓病）を中心に、 

専門性の高い医療を提供します。 

 

・患者さん及びご家族の立場と権利を尊重します。 

 

・地域の医療・介護・福祉機関との連携をはかります。 
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1 理念・基本方針 



札幌禎心会病院５つの特徴 

 

 

１．三大疾病に特化した医療 

高齢社会の進展から、今後の医療ニーズの中心となる｢がん、脳卒中、心臓病｣という三大疾病に特化した医療

提供を行います。高度専門医療センターを設置し、最高レベルの臨床医との交流、各疾患研究者による定期的講

演・シンポジウム招聘などを通じ、可能な限り最先端の診療を目指します。  

 

２．個別性を重視した診療 

がん診療では患者さんのＱＯＬ(生活の質)を考え個別性を重視した診療を基本にします。そのため、 

 

○手術、放射線治療、化学療法に加え、第 4 の治療法と言われるワクチン療法も将来取り入れる予定です。 

○放射線治療は、開設時から道内三医育大学にも未配備のリニアック最高機種(限局した病巣から広範囲の 

病巣まで照射可能かつ高線量から低線量まで可変可能な装置)を設置して開始します。陽子線治療は機器 

の調整後、秋には治療が可能となります。 

○化学療法は、診療科の垣根を越えた腫瘍内科チームに一元化する診療体制とします。 

○個々の患者さんに最も適した治療法を選択できるよう関連各科の医師の検討会を開催し、治療では医師や 

看護師等メディカルスタッフ全ての参加のもとにチーム医療を実践します(集学的診療体制を立ち上げます)。 

 

３．複数科で協働診療 

血管障害として密接な関係のある脳卒中と虚血性心疾患を脳卒中診療医と循環器診療医が協働して診療に当

たる体制を構築します。 

 

４．研修センターでスタッフ養成 

 研修センターを設置し、医育大学等との連携のもとに若手医師の養成を行うとともに、各領域における専門診療に

対応できる看護師、メディカルスタッフの養成も行います。 

 

５．連携体制で地域医療を実践 

 地域の先生方との交流を図り、ＩＣＴ(情報通信技術)も利用した連携体制を構築し、地域医療を守ります。 
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2 札幌禎心会病院５つの特徴 



法人組織図 
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病院概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 
シャカイイリョウホウジンテイシンカイ サッポロテイシンカイビョウイン 

社会医療法人禎心会 札幌禎心会病院   

理事長 
トクダ サダヒサ 

徳田 禎久   

院長 
トクダ サダヒサ 

徳田 禎久 

創立年月日 昭和 59 年 4 月 9 日  

移転開設日 2015 年 11 月 1 日  

住所 〒065-0033  北海道札幌市東区北 33 条東 1 丁目 3-1 

電話 011-712-1131  

FAX 011-751-0239  

敷地面積 

 

本館：7,968.01m2 

陽子線治療センター：2,093.50m2 

延床面積 
本館：Ｓ造 8 階建て 2 万 5,862.67m2 

陽子線治療センター：ＲＣ造 4 階建て 2,650.71m2 

診療科 

脳神経外科／神経内科／消化器内科／消化器外科／内科／循環器内科／心臓血管外科／

頭頸科／腫瘍内科／乳腺外科／婦人科／放射線治療科／放射線診断科／リハビリテーシ

ョン科／形成外科／ペインクリニック外科／麻酔科／病理診断科／歯科口腔外科 

糖尿病内科/泌尿器科/皮膚科 
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4 病院概要 



院長挨拶 
 

 

 

 

 

 

｢札幌禎心会病院｣は、医療介護複合体である禎心会グループの基幹病院です。 

1984 年の｢禎心会病院｣創業以来、人口 26 万人を超える札幌市東区において、脳卒中を中心とした専門

的医療と地域密着型医療を提供してまいりました。 
 

創業当時から脳卒中の診療において超早期からベッドサイドでのリハビリテーションを行う施設として

運営してきておりましたが、2012 年 4 月から新たに｢脳卒中センター｣を開設し、24 時間 365 日の診療

対応と優秀な手術指導医のもとに若手脳神経外科医の養成を行う取り組みも始めました。 
 

2015年 11月 1日から｢健康寿命の延伸｣を大きなスローガンにして、これまでの脳卒中に｢がん｣｢心臓病｣

も加え、三大疾病を中心とした医療提供を目指して、北 33 条東 1 丁目に新築移転し、名称も｢札幌禎心

会病院』と変更致しました。 
 

血管病として共通した病変の多い脳卒中と循環器病を一緒に診療することは開設以来の念願であり、

2017 年 4 月からは 24 時間 365 日対応の救命救急から一般診療まで脳神経外科医と循環器内科・外科医

が連携して対応する市内初の施設に整備しました。 
 

がん治療では、手術･化学療法と、体にやさしく QOL(生活の質)を担保できる治療として高く評価される

ようになった放射線治療に加え、今話題の免疫治療も取り入れ、各科専門医が連携する集学的診療体制

をとっております。 
 

欧米に比べて半分程度の普及にとどまっている放射線治療を充実させるために、道内第 1 号である最高

機種の放射線治療装置(米国バリアン社製リニアック)、話題の｢陽子線治療機器｣も道内 2 号機、民間初と

して導入しました。陽子線治療は 2018 年 4 月から疾患によっては健康保険適用となりましたので、たく

さんの方々に受けていただけるようになりました。ぜひ、ご相談ください。 
 

当院では、地域の先生方と連携を密にするために診療所の先生方が利用できる｢開放病床｣も設置してお

り、当院医師とかかりつけ医とが一緒に治療に当たることができるようになっております。急な不調時

でもかかりつけ医に相談いただけますと、即入院治療へ移行していただけるようになりました。 
  

○三大疾病(がん･脳卒中･心臓病)を中心に、専門性の高い医療を提供する 

がんに関して、全ての治療法が可能な集学的治療を行う 

脳卒中、心臓病に関して、救急からリハビリテーションまで一貫した医療を行う 

○患者さん及び家族の立場と権利を尊重する 

○地域の医療・介護・福祉機関との連携をはかる 
 

という方針のもとに、より一層安全で良質な医療提供を心がけてまいります。 
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法人沿革 

 

 

1984 年  
4 月 9 日  禎心会病院開設(80 床) 

10 月 1 日  禎心会病院増床(48 床増床し 128 床) 

1985 年  7 月 1 日  禎心会病院増床(14 床増床し 142 床) 

1987 年  9 月 1 日  医療法人禎心会設立 

1995 年  
7 月 1 日  禎心会病院デイケアセンター開設 

10 月 2 日  セントラル CI クリニック開設 

1996 年  7 月 1 日  札幌市東区禎心会病院在宅介護支援センター開設 

1997 年  7 月 1 日  ホームヘルプサービスステーション開設 

1999 年  

1 月 11 日  稚内禎心会病院開設(110 床) 

4 月 20 日  老人保健施設ら・ぷらーさ開設(100 床) 

9 月 1 日  訪問看護ステーション禎心会東開設 

2000 年  4 月 1 日  

禎心会東センター開設 

禎心会北センター開設 

ら・ぷらーさセンター開設 

2003 年  9 月 1 日  禎心会東センター移転 

2004 年  8 月 9 日  セントラル CI クリニック移転(PET-CT 導入) 

2005 年  5 月 1 日  
介護老人保健施設ら・ぱーす開設(80 床) 

ら・ぱーすセンター開設 

2006 年  

4 月 1 日  禎心会北センター移転 

9 月 1 日  新札幌恵愛会病院開設(86 床) 

10 月 1 日  セントラル女性クリニック開設(1 床) 

2010 年  3 月 1 日  社会医療法人認定 

2011 年  6 月 1 日  禎心会東在宅クリニック開設 

2013 年  

5 月 15 日  禎心会病院増床(1 床増やし 143 床) 

6 月 1 日  
ら・かるまセンター開設 

サービス付き高齢者向け住宅 ら・かるま開設 

8 月 5 日  
さっぽろ北口クリニック開設 

(セントラル女性クリニックの診療機能移設) 

2015 年  

4 月 1 日  新札幌恵愛会病院医療事業を別法人へ継承 

11 月 1 日  

札幌禎心会病院開設(禎心会病院の移転新築、名称変更) 

禎心会北 44 条クリニック開設(禎心会東在宅クリニックの機能移転、名称

変更) 

2017 年  4 月 1 日  禎心会東センター移転 
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組織図 
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委員会図 
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8 委員会図 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



１）外来患者 
 

【病院全体】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 807 1,055 849 797 1,028 856 750 755 783 1,646 1,996 1,133 

再来数 10,615 9,097 10,536 9,630 9,554 9,729 10,674 11,269 11,154 9,144 8,546 11,019 

計 11,422 10,152 11,385 10,427 10,582 10,585 11,424 12,024 11,937 10,790 10,542 12,152 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科】 

 

 

 

 

 
 

 

【循環器内科】 

 

 

 

 

 

 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 301 387 287 300 305 309 279 303 316 417 490 302 

再来数 3,001 2,813 3,283 2,948 2,876 3,185 3,207 3,128 3,252 2,587 2,363 3,131 

患者合計 3,302 3,200 3,570 3,248 3,181 3,494 3,486 3,431 3,568 3,004 2,853 3,433 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 126 253 130 121 176 132 93 81 93 316 496 228 

再来数 2,265 1,891 2,260 2,152 2,124 2,196 2,290 2,920 2,561 2,045 1,929 2,345 

患者合計 2,391 2,144 2,390 2,273 2,300 2,328 2,383 3,001 2,654 2,361 2,425 2,573 
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10,615  9,097  10,536  9,630  9,554  9,729  10,674  11,269  11,154  9,144  8,546  11,019  

807  1,055  849  797  1,028  856  750  755  783  1,646  1,996  
1,133  

11,422  10,152  11,385  10,427  10,582  10,585  11,424  12,024  11,937  10,790  10,542  12,152  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

3,001  2,813  3,283  2,948  2,876  3,185  3,207  3,128  3,252  2,587  2,363  3,131  

301  387  287  300  305  309  279  303  316  
417  490  

302  
3,302  3,200  3,570  3,248  3,181  3,494  3,486  3,431  3,568  

3,004  2,853  
3,433  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

2,265  1,891  2,260  2,152  2,124  2,196  2,290  2,920  2,561  2,045  1,929  2,345  

126  253  130  121  176  132  93  
81  93  316  496  228  

2,391  2,144  2,390  2,273  2,300  2,328  2,383  
3,001  2,654  2,361  2,425  2,573  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 



【整形外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 103 90 105 109 120 112 69 90 95 130 140 109 

再来数 1,230 1,040 1,094 1,048 1,043 1,049 1,064 1,055 1,076 952 932 1,086 

患者合計 1,333 1,130 1,199 1,157 1,163 1,161 1,133 1,145 1,171 1,082 1,072 1,195 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ペイン】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 15 39 15 10 12 12 10 15 13 6 8 10 

再来数 307 263 301 288 271 278 288 282 289 249 253 308 

患者合計 322 302 316 298 283 290 298 297 302 255 261 318 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形成外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 11 9 17 10 16 13 9 8 6 14 9 11 

再来数 133 83 106 107 129 102 111 109 101 78 71 70 

患者合計 144 92 123 117 145 115 120 117 107 92 80 81 
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1,230  1,040  1,094  1,048  1,043  1,049  1,064  1,055  1,076  952  932  1,086  

103  
90  105  109  120  112  69  90  95  130  140  109  

1,333  
1,130  1,199  1,157  1,163  1,161  1,133  1,145  1,171  1,082  1,072  1,195  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

307  263  301  288  271  278  288  282  289  249  253  308  

15  39  15  10  12  12  10  15  13  6  8  
10  

322  302  316  298  283  290  298  297  302  
255  261  

318  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

133  
83  106  107  129  102  111  109  101  78  71  70  

11  

9  
17  10  

16  
13  9  8  6  

14  9  11  

144  

92  
123  117  

145  
115  120  117  107  92  80  81  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 



【神経内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 4 9 14 12 8 9 9 5 9 3 6 4 

再来数 256 209 236 226 223 197 232 211 211 130 164 212 

患者合計 260 218 250 238 231 206 241 216 220 133 170 216 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消化器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 74 84 33 25 24 5 81 65 65 137 181 100 

再来数 985 795 667 542 481 377 641 894 864 751 646 945 

患者合計 1,059 879 700 567 505 382 722 959 929 888 827 1,045 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心臓血管外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 14 19 20 21 55 24 12 22 16 69 86 53 

再来数 125 84 131 127 161 103 147 135 143 133 127 182 

患者合計 139 103 151 148 216 127 159 157 159 202 213 235 
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256  209  236  226  223  197  232  211  211  
130  164  212  

4  
9  14  12  8  9  

9  5  9  

3  
6  

4  

260  
218  250  238  231  206  

241  216  220  

133  
170  

216  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

985  795  667  542  481  377  641  894  864  751  646  
945  

74  
84  

33  25  24  5  
81  

65  65  137  181  
100  

1,059  
879  

700  567  505  382  
722  

959  929  888  827  
1,045  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

125  84  131  127  161  103  147  135  143  133  127  182  
14  

19  
20  21  

55  
24  

12  22  16  69  86  
53  139  

103  
151  148  

216  

127  
159  157  159  

202  213  235  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 



【消化器外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 11 16 27 16 31 18 13 21 24 139 88 26 

再来数 124 127 151 144 164 142 159 150 159 167 141 170 

患者合計 135 143 178 160 195 160 172 171 183 306 229 196 

 

 

 

 

 

 

 

 

【頭頸科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 33 30 31 36 28 36 40 42 37 52 50 41 

再来数 411 317 359 345 318 331 354 378 399 318 257 337 

患者合計 444 347 390 381 346 367 394 420 436 370 307 378 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乳腺外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 2 3 15 14 29 31 14 0 2 4 1 2 

再来数 91 81 104 81 103 108 141 141 133 92 97 95 

患者合計 93 84 119 95 132 139 155 141 135 96 98 97 
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12 外来患者数 

124  127  151  144  164  142  159  150  159  167  141  170  11  16  27  16  31  18  13  21  24  
139  

88  26  
135  143  178  160  195  160  172  171  183  

306  
229  196  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

411  317  359  345  318  331  354  378  399  318  257  337  

33  
30  31  36  28  36  40  42  37  

52  
50  

41  

444  
347  390  381  346  367  394  420  436  

370  
307  

378  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

91  81  104  81  103  108  141  141  133  92  97  95  
2  3  

15  
14  

29  31  
14  0  2  

4  1  2  
93  84  

119  
95  

132  139  155  141  135  
96  98  97  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 



【放射線治療科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 29 23 53 27 75 50 41 35 36 208 201 94 

再来数 539 441 537 437 453 448 672 611 576 462 438 533 

患者合計 568 464 590 464 528 498 713 646 612 670 639 627 

 

 

 

 

 

 

 

 

【婦人科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 6 9 7 5 10 7 6 9 4 3 5 6 

再来数 74 52 70 68 74 80 92 81 72 66 51 66 

患者合計 80 61 77 73 84 87 98 90 76 69 56 72 

 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科脊椎】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 0 5 5 4 2 5 4 4 8 3 1 3 

再来数 125 107 109 82 105 105 92 103 128 88 83 118 

患者合計 125 112 114 86 107 110 96 107 136 91 84 121 

 

 

 

 

 

 

 

15 

SAPPORO TEISHINKAI HOSPITAL  ANNUAL REPORT 2021 

13 外来患者数 

539  441  537  437  453  448  
672  611  576  462  438  533  

29  
23  

53  
27  75  50  

41  35  36  208  201  94  
568  

464  
590  

464  528  498  
713  646  612  670  639  627  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

74  52  70  68  74  80  92  81  72  66  51  66  

6  
9  

7  5  10  7  
6  9  

4  3  
5  

6  

80  
61  

77  73  84  87  98  90  
76  69  

56  
72  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

125  107  109  82  105  105  92  103  128  
88  83  

118  

0  5  5  
4  

2  5  4  4  
8  

3  1  
3  

125  112  114  
86  

107  110  96  107  
136  

91  84  
121  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 



【糖尿病内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 35 29 22 22 25 16 13 14 13 47 59 36 

再来数 184 203 233 257 216 247 250 241 274 250 214 294 

患者合計 219 232 255 279 241 263 263 255 287 297 273 330 

 

 

 

 

 

 

 

 

【病理診断科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

再来数 86 54 99 55 69 57 103 99 79 82 58 94 

患者合計 86 54 99 55 69 57 103 99 79 82 58 94 

 

 

 

 

 

 

 

 

【泌尿器科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 16 10 24 28 39 27 21 17 22 52 92 44 

再来数 199 141 207 187 175 169 208 178 225 172 178 194 

患者合計 215 151 231 215 214 196 229 195 247 224 270 238 
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184  203  233  257  216  247  250  241  274  250  214  294  
35  29  22  22  25  16  13  14  13  47  59  

36  219  232  255  279  241  263  263  255  287  297  273  
330  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

86  
54  

99  
55  69  57  

103  99  79  82  58  
94  

86  
54  

99  

55  
69  57  

103  99  
79  82  

58  

94  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 

199  141  
207  187  175  169  208  178  225  172  178  194  

16  
10  

24  28  39  27  
21  

17  
22  

52  92  44  
215  

151  

231  215  214  196  
229  

195  
247  224  

270  
238  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

14 外来患者数 



【皮膚科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 27 30 44 37 73 50 36 24 24 46 50 51 

再来数 296 257 324 321 327 306 314 278 296 277 240 327 

患者合計 323 287 368 358 400 356 350 302 320 323 290 378 
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296  257  324  321  327  306  314  278  296  277  240  327  

27  30  
44  37  73  50  36  24  24  46  50  

51  
323  287  

368  358  356  350  
302  320  323  290  

378  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

15 外来患者数 



２）入院患者 
 

【病院全体】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 441 399 353 373 382 387 435 465 448 407 338 357 

退院患者 457 358 380 356 410 381 434 455 489 345 336 380 

入院延患者 6,890 6,960 6,386 6,779 7,163 5,903 6,587 6,637 6,343 6,757 6,457 6,670 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 212 183 190 202 201 197 216 239 224 178 157 171 

退院患者 190 154 199 181 208 191 210 216 242 144 151 182 

入院延患者 3,124 3,405 3,185 3,450 3,585 2,794 3,359 3,490 3,487 3,336 3,248 3,441 

 

 

 

 

 

 

 

【循環器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 55 61 49 61 58 53 43 37 40 53 44 37 

退院患者 63 64 52 63 66 58 48 43 37 50 45 46 

入院延患者 702 856 878 865 1,011 808 581 609 540 787 710 773 
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【整形外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 35 29 38 32 29 45 30 40 37 39 27 21 

退院患者 48 24 36 27 30 45 42 37 45 26 29 29 

入院延患者 752 661 725 778 1,020 920 940 870 805 935 1,012 838 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ペイン】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 6 2 3 4 3 3 7 9 5 4 3 6 

退院患者 8 1 4 3 3 3 7 8 7 4 3 4 

入院延患者 27 23 6 7 15 20 27 26 19 11 9 32 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形成外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 3 5 4 4 9 5 4 4 5 7 4 1 

退院患者 2 5 3 5 10 5 5 3 6 6 4 2 

入院延患者 7 30 38 46 35 12 10 9 11 14 15 28 
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【神経内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 9 7 8 11 12 5 6 6 3 1 2 1 

退院患者 14 8 7 13 14 9 6 7 6 3 3 0 

入院延患者 362 223 147 344 296 147 188 121 119 74 29 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消化器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 45 33 5 0 0 0 42 52 65 45 48 44 

退院患者 44 38 14 0 0 0 28 60 68 45 47 50 

入院延患者 688 547 114 0 0 0 227 394 413 430 392 413 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心臓血管外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 18 12 9 10 13 21 21 16 13 14 15 23 

退院患者 14 14 8 8 16 16 17 17 15 10 12 11 

入院延患者 270 239 199 212 183 210 212 234 203 196 213 276 
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【消化器外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 16 20 14 15 8 16 17 19 16 18 15 20 

退院患者 20 15 15 19 11 17 19 16 12 21 11 18 

入院延患者 226 289 314 310 205 288 304 184 292 329 241 355 

 

 

 

 

 

 

 

 

【頭頸科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 16 15 11 8 14 7 20 13 15 16 6 14 

退院患者 16 14 12 8 15 9 19 10 22 12 7 12 

入院延患者 286 314 224 249 328 173 222 246 177 188 155 208 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乳腺外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 2 4 2 3 2 1 2 4 2 2 1 2 

退院患者 2 2 4 2 3 1 2 3 3 2 1 2 

入院延患者 17 24 33 22 17 2 15 22 25 12 8 11 
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【放射線治療科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 5 16 5 6 7 7 11 7 5 7 5 5 

退院患者 16 5 11 10 4 5 8 13 9 3 5 10 

入院延患者 172 235 341 207 163 257 271 247 114 149 180 121 

 

 

 

 

 

 

 

 

【婦人科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 5 6 6 5 8 10 8 10 5 5 3 5 

退院患者 5 5 7 5 8 8 9 11 5 5 3 4 

入院延患者 21 19 25 17 26 37 40 36 19 22 7 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科脊椎】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 11 5 8 9 10 11 4 5 12 13 7 6 

退院患者 12 6 7 9 16 9 7 7 9 10 13 9 

入院延患者 196 85 151 249 199 131 105 107 104 231 220 156 
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【糖尿病内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 1 0 0 2 6 3 2 1 0 1 1 0 

退院患者 1 1 0 1 5 2 4 2 0 1 1 0 

入院延患者 25 9 0 12 71 80 77 28 0 26 16 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

【泌尿器科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 2 1 1 1 1 3 2 2 1 3 0 0 

退院患者 1 2 1 2 1 2 3 1 3 2 1 0 

入院延患者 5 1 6 11 1 8 9 2 15 15 2 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

【皮膚科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 

退院患者 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 

入院延患者 7 0 0 0 8 16 0 12 0 2 0 3 
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3）病棟実績 
 

【病院全体】 

  分類 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

４階 ＳＣＵ 

（29 床） 

入院 71 84 67 68 74 61 71 74 79 77 55 69 850 

退院 15 7 15 12 12 16 13 13 24 19 19 31 196 

延 714 736 711 740 736 717 848 836 852 846 774 855 9,365 

５階病棟 

（60 床） 

入院 90 66 94 94 86 114 119 120 100 73 76 79 1,111 

退院 87 72 86 72 76 116 108 97 91 69 70 92 1,036 

延 1,649 1,684 1,561 1,691 1,743 1,574 1,695 1,732 1,684 1,645 1,603 1,769 20,030 

６階東病棟 

（49 床） 

入院 79 75 63 56 62 77 69 93 91 83 49 66 863 

退院 97 53 65 54 58 61 71 85 106 57 51 82 840 

延 1,175 1,270 1,227 1,275 1,360 1,231 1,369 1,358 1,227 1,405 1,319 1,387 15,603 

６階西病棟 

（46 床） 

入院 74 66 29 40 38 67 105 117 114 98 82 93 923 

退院 83 72 65 78 79 72 105 128 113 89 79 99 1,062 

延 1,170 1,169 936 947 1,061 1,114 1,265 1,295 1,259 1,344 1,191 1,341 14,092 

７階東病棟 

（49 床） 

入院 115 102 88 104 109 57 58 46 52 60 68 42 901 

退院 72 68 51 69 87 13 7 7 1 11 20 15 421 

延 974 968 932 905 908 147 103 75 88 191 316 324 5,931 

７階西病棟 

（46 床） 

入院 12 6 12 11 14 11 13 15 12 16 8 8 138 

退院 103 86 98 71 99 103 130 125 154 100 97 61 1,227 

延 1,208 1,133 1,019 1,220 1,355 1,119 1,307 1,341 1,233 1,326 1,252 994 14,507 

全体 

（279 床） 

入院 441 399 353 373 383 387 435 465 448 407 338 357 4,786 

退院 457 358 380 356 411 381 434 455 489 345 336 380 4,782 

延 6,890 6,960 6,386 6,778 7,163 5,902 6,587 6,637 6,343 6,757 6,455 6,670 79,528 

※2022 年 3 月末時点の稼働病床数 

【病棟別平均在院日数】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

４階 ＳＣＵ 16.6 16.2 17.3 18.5 17.1 18.6 20.2 19.2 16.5 17.6 20.9 17.1 17.9 

５階病棟 18.6 24.4 17.3 20.4 21.5 13.7 14.9 16.0 17.6 23.2 22.0 20.7 18.7 

６階東病棟 13.4 19.8 19.2 23.2 22.7 17.8 19.6 15.3 12.5 20.1 26.4 18.7 18.3 

６階西病棟 14.9 16.9 19.9 16.1 18.1 16.0 12.0 10.6 11.1 14.4 14.8 14.0 14.2 

７階東病棟 10.4 11.4 13.4 10.5 9.3 4.2 3.2 2.8 3.3 5.4 7.2 11.4 9.0 

７階西病棟 21.0 24.6 18.5 29.8 24.0 19.6 18.3 19.2 14.9 22.9 23.8 28.8 21.3 

全体 15.3 18.4 17.4 18.6 18.0 15.4 15.2 14.4 13.5 18.0 19.2 18.1 16.6 
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4）救急実績 
 

【外来】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

救急車 138 152 149 172 146 123 137 133 173 146 138 154 1,761 

Wark-in 184 220 191 246 217 209 202 204 164 207 158 181 2,383 

計 322 372 340 418 363 332 339 337 337 353 296 335 4,144 

 

 

 

 

【入院】 

 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

救急車 139 158 150 143 142 135 158 158 172 150 133 139 1,777 

Wark-in 47 39 33 38 38 36 32 33 48 33 20 23 420 

計 186 197 183 181 180 171 190 191 220 183 153 162 2,197 
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5）手術実績 
 

【手術件数（術場外 AG 室、内視鏡室、外来処置室を含む】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

脳神経外科 47 43 32 35 43 32 31 52 48 33 35 49 480 

整形外科 28 17 26 28 33 34 50 39 34 33 28 21 371 

消化器内科 26 17 7 3 4 5 19 45 49 42 32 49 298 

皮膚科 12 8 17 14 15 9 14 16 11 15 6 10 147 

消化器外科 13 14 9 12 7 10 10 8 13 11 11 20 138 

心臓血管外科 23 8 8 8 9 13 11 15 10 9 10 12 136 

頭頚科 12 13 8 7 9 9 7 16 12 12 1 11 117 

循環器内科 21 20 9 10 8 6 7 6 6 9 4 11 117 

脳神経外科脊椎 11 6 10 10 10 11 5 6 12 13 8 9 111 

形成外科 4 7 9 8 11 9 10 8 7 9 8 6 96 

婦人科 5 5 7 6 8 10 7 9 5 5 2 4 73 

放射線診療科 5 2 9 5 2 3 4 1 2 2 3 2 40 

乳腺外科 2 4 3 3 3 1 3 4 4 2 1 2 32 

ペインクリニック 1 2   1 2 1 2 1 1 2 1 4 18 

泌尿器科 1 1     1 1   2   1     7 

計 211 167 154 150 165 154 180 228 214 198 150 210 2,181 
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婦人科 放射線診療科 乳腺外科 ペインクリニック 泌尿器科 



【主要算定手技】 

医事算定手技 計 

皮膚、皮下腫瘍摘出術 195 

内視鏡的大腸ポリープ・粘膜切除術 160 

脳動脈瘤頸部クリッピング 157 

慢性硬膜下血腫穿孔洗浄術 65 

骨折観血的手術（大腿） 62 

四肢の血管拡張術・血栓除去術 49 

経皮的冠動脈ステント留置術 48 

人工骨頭挿入術（股） 40 

頭蓋内腫瘍摘出術（その他） 37 

内視鏡下椎間板摘出（切除）術（後方摘出術） 36 

抗悪性腫瘍剤静脈内持続注入用植込型カテーテル設置 35 

骨折観血的手術（前腕） 34 

頭蓋内血腫除去術（開頭）（脳内） 33 

経皮的脳血栓回収術 31 

動脈血栓内膜摘出術（内頸動脈） 31 

脊椎固定術、脊椎固定術、椎弓切除術 30 

中心静脈注射用植込型カテーテル設置 30 

創傷処理（筋肉、臓器に達する） 30 

腱鞘切開術（関節鏡下によるものを含む）（指） 27 

骨内異物（挿入物を含む）除去術（指） 25 

 

 

【術場外検査等実績】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

AG 4 8 5 7 6 4 4 4 7 5 2 3 59 

BOT 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

CAG 21 12 14 12 10 8 10 9 7 9 6 13 131 

EPS 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

下肢造影 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

右心カテ 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 4 

GTF 144 125 0 138 149 148 207 208 215 169 157 198 1,858 

CF 82 59 0 36 38 27 57 58 61 52 42 60 572 
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６）紹介・逆紹介実績 

 

 

【紹介患者数】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

脳神経外科 80 51 52 71 68 57 83 80 79 55 52 67 795 

救急 21 30 26 24 16 37 30 36 45 25 22 21 333 

循環器内科 38 25 30 29 28 26 20 21 31 15 11 25 299 

頭頚部外科 20 13 14 17 17 21 29 31 21 16 13 28 240 

整形外科 27 16 23 19 25 17 20 12 26 18 17 15 235 

放射線治療科 22 22 27 19 12 25 30 21 15 9 11 19 232 

消化器内科 27 18 5 7 2 5 20 29 29 25 17 22 206 

ペインクリニック 10 10 11 8 12 10 7 10 12 4 9 8 111 

糖尿病内科 30 19 11 4 3 2 7 5 3 5 3 5 97 

神経内科 8 10 9 8 13 11 6 8 4 8 5 3 93 

皮膚科 4 7 11 8 10 5 5 11 7 6 2 10 86 

心臓血管外科 4 1 5 2 5 7 5 7 3 1 6 7 53 

脳神経外科脊椎 2 6 6 4 3 5 3 2 7   4 3 45 

消化器外科 2 5 1 4 4 3 6 3 4 4 5 2 43 

泌尿器科 5 3 3 1 2 6 3 4 3 7 4 2 43 

婦人科 2 2 1 5 7 7 5 3 1 1 3 5 42 

形成外科 5 2 4 2 6 4 2 1   7 3 6 42 

乳腺外科 3 2 1 1 2 2 1 1 3       16 

発熱外来 1 1     1 1         1 1 6 

腫瘍内科             1 1     2   4 

放射線診療科 1                       1 

計 312 243 240 233 236 251 283 286 293 206 190 249 3,022 
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【逆紹介患者数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

脳神経外科 119 91 129 111 137 110 141 138 135 96 102 108 1,417 

循環器内科 34 27 25 38 30 38 26 26 33 20 25 25 347 

整形外科 36 21 28 20 34 24 30 25 22 20 29 22 311 

消化器内科 39 49 33 36 11 9 13 20 27 16 13 24 290 

救急 19 24 11 16 17 21 14 11 18 18 20 11 200 

放射線治療科 17 7 12 13 5 5 9 13 9 1 6 12 109 

神経内科 5 10 9 9 18 8 10 10 10 2 3 4 98 

頭頚部外科 13 6 8 5 5 10 11 6 9 11 8 5 97 

消化器外科 4 4 7 8 3 6 6 3 6 2 2 4 55 

心臓血管外科 8 7 4 3 8 5 1 3 5 2 1 4 51 

脳神経外科脊椎 5 5 3 3 5 3 4 1 3 3 6 2 43 

泌尿器科 3 3 4 8 2   3 1 7 4 4 2 41 

糖尿病内科 3 2 1 5 6 4 3 5 2 1 4 2 38 

形成外科 1 5 1 1 3 2   1       1 15 

ペインクリニック 2 1   1 2 2   2 2 1     13 

腫瘍内科 4 5                     9 

婦人科         1   3 2 1     1 8 

乳腺外科     1 2 1       1   2 1 8 

皮膚科 1     1 1 1 1 1   1     7 

予防接種               1         1 

計 313 267 276 280 289 248 275 269 290 198 225 228 3,158 
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【稼働率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年度平均 

ＳＣＵ 99.2% 98.9% 98.8% 99.5% 98.9% 99.6% 94.3% 96.1% 94.8% 94.1% 95.3% 95.1% 97.0% 

一般病床 81.2% 80.5% 76.1% 76.2% 80.2% 80.7% 85.1% 88.5% 81.8% 87.0% 93.0% 91.5% 83.5% 

地域包括 87.5% 79.5% 73.8% 85.6% 95.0% 81.1% 91.7% 97.2% 86.5% 93.0% 97.2% 69.7% 86.5% 

全体 83.8% 81.9% 77.7% 79.8% 84.3% 82.7% 87.4% 91.0% 84.2% 89.0% 94.1% 87.8% 85.3% 
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【概  要】 

 看護部職員数 2021年 4月 1日付 402名 

(看護師 340名、介護福祉士 26名、看護事務 3名、 

補助者 30名、歯科衛生士 3名) 

看護方式：受け持ち看護体制+チームナーシング 

看護体系：7対 1看護配置 

勤務体制：2交代制(一部で 3交代勤務者在) 

 

[看護部理念] 

 看護部は良質で患者・家族と共に考えることを基本

とした、思いやりのある看護を提供する。 

 

[看護部基本行動指針] 

1．安全、安楽を保証し、人格と権利を尊重した 

看護を提供する。 

2．患者さんを中心としたチーム医療の一員としての

役割を果たす。 

3．地域と連携した継続看護の展開をする。 

4．人間性豊かな専門職業人を目指して自己啓発に 

努める。 

5．経済性を踏まえ、効率的な看護を提供する。 

 

看護部長：中山日登美(認定看護管理者) 

副看護部長(4名)：家保美恵子(認定看護管理者) 

         矢野優子（認定看護管理者) 

         西山直美（認定看護管理者) 

         宮木未果（感染管理認定看護師） 

専門看護師(分野:がん看護)川瀬 文香  

認定看護師 9名 

感染管理認定看護師：宮木未果、前田孝則 

がん化学療法認定看護師：永井満里子 原田彰仁 

認知症認定看護師：奈良槇子 曽根瑞穂 

脳卒中リハビリテーション認定看護師 

黒沢侑司 清水政孝 

皮膚排泄ケア認定看護師：髙江洲 亜利沙 

【2021年度の取組】 

 2021年度の重点目標 

1．専門性向上に向けた人材育成 

2．タスクシフト/シェアの推進  

3．行動制限低減に向けたチーム活動の推進 

4．感染防止対策の徹底 

5．地域連携強化 

 

1．専門性向上に向けた人材育成 

看護師共育においては、計画通りに実施。本年は新

たに 69 名が看護実践能力評価のクリニカルラダーレ

ベル認定に挑戦。結果、64名が認定され、次のステッ

プに進むこととなった。 

新人看護師教育は、31 名が 1 ヶ月の新人教育プロ

グラムに沿った研修を受講、現任教育プログラムにあ

る研修へは延べ 245 名が参加した。院外への研修は、

看護協会主催研修 53名、他の学会、研修会へは 40名

で計 93名が参加した。 

 

特定行為研修修了看護師の誕生 

 2018年度から体制整備を進め、2020年 9月開講し

た特定行為研修を受講していた 1期生 2名（脳外科病

棟 遠藤雅史看護科長、手術室、感染管理認定看護師 

前田孝則看護係長）が研修を修了しました。  

2021 年 9 月からは新たに 3 名の研修生が受講を開始

しています。 

  当院で修了できる特定行為は以下 

・栄養及び水分管理に関わる薬剤投与関連 

・感染に関わる薬剤投与関連 

・栄養に関わるカテーテル管理(末梢留置型中心静脈 

注射用カテーテル管理)関連 

 

看護部 

看護部管理室及び各部署 
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2．タスクシフト/シェアの推進に向けた改善活動 

  2021年度 QCの取り組み 

看護部 QCチームにより、全部署計 15チームが 

一年間 改善活動に取り組みました 

 

以下、各部署チームの取り組みテーマ 

5 階病棟：キミに決めた ～受け持ち看護師取扱説明

書～ 

6階西病棟：感染廃棄物分別間違い防止のための対策 

6階東病棟：看護支援のワークシートを活用しよう！ 

7 階西病棟：ナースコールが鳴ってから出るまでにか

かる時間を削減しよう 

7 階東病棟：より良い荷物管理について一緒に考えよ

う！～荷物チェック表の見直しを試み

て～  

手術室： ①長時間手術におけるガーゼカウントへの

取り組み 

     ②周術期カンファレンス実施率向上を目指

して～定期手術全身麻酔～ 

外来： 同意書の個人保管による不安・紛失の解消を

目指して 

救急：感染ゴミを減らしてコスト削減 

SCU：①オムツセット契約を組みやすくしよう！ 

   ②持ち物管理の無駄を減らそう！～チェック

表の使い方と管理方法の見直し～ 

   ③保清を効率よくかつ安楽に行うために 

   ④勤務交代時の申し込みにかかる時間を短縮

する～定時退勤を目指して～ 

   ⑤脱血事故ゼロを目指して 

   ⑥清拭の物品準備にかかる時間の削減につい

て   

 

3．行動制限低減に向けたチーム活動の推進 

 副看護部長主導のもと、担当チームを立ち 

上げ、活動を開始しています。 

 本年は、職員の意識調査や現状の把握など、部署 

を超えた取り組みを開始致しました。 

 

4．感染防止対策の徹底 

 新型コロナ感染 第５波にて、陽性、疑似患者に

対応すべく、専用病棟(15床)の運用を開始。看護部各

部署から２～３名の看護師が２～３ヵ月毎に専用病

棟で感染看護に従事しました。 

２名の感染管理認定看護師は院内だけではなく、法

人内の介護施設や地域施設への助言や支援を実施。 

一階に設置された“発熱センター”については、2022

年 1～2 月に受診者、陽性者共に急増。関わる職員の

増員で対応致しました。陽性患者の最前線にたつ看護

師として、全身防護具に身を包みながらも感染の不安

を持つ患者・家族の看護に努めました。 

多くの地域住民の方、企業の方から様々な応援も頂

きました。引き続き、感染対策防止に取り組んでいき

ます。 

 

5．地域連携強化 

コロナ禍ではありましたが法人内老健、訪問看護 

ステーションでの看護を学ぶ、法人内看護出向を実施。

3名が 3ヵ月間出向致しました。 

出向後は病院において、地域で看護した実践の報告

会を開催しました。 

急性期病院の看護師として、入院当初から在宅、地域

へ戻られることを見据えた看護の提供に努めること

を確認する機会となりました。 
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 【部署の特徴・方針】 

・SCU（脳卒中ケアユニット） 

SCU は脳卒中及び集中治療が必要な重症患者が入

床するユニットです。患者・家族がその人らしい元の

生活へ回復できるよう生活の再構築の始まりを支援

することが重要です。そのため、多職種との連携を図

り、チーム医療を実施しています。 

また、根拠に基づいた専門的知識と技術をもち、全

人的側面で捉えた看護を提供すること。患者・家族の

価値を尊重し、共に考えることを大切にしています。 

（SCU カンファレンス） 

 

 

 

・５階病棟（脳外科急性期病棟） 

 未破裂脳動脈瘤や内頚動脈狭窄、脳腫瘍、硬膜下血

腫などの周術期や脳卒中の回復過程にある急性期の

患者さんの看護を提供しています。医師や他職種と協

働し、最善の医療を提供できるよう看護師も専門性を

高めています。 

 （５階病棟 点滴準備中） 

 

 

・６階東病棟（頭頸科、脊椎センターなど） 

 ６階東病棟は頭頸科のがん患者さんの化学療法、放

射線治療、手術と各診療科の連携により治療が行われ

ています。その他の診療科は手術を受けられる患者さ

んで安心・安全に治療が受けられるよう診療科の特徴

に合わせた看護を他職種と協働し実践しています。 

（６階東病棟 点滴確認中） 

 

 

 

・６階西病棟（消化器外科、内科、ペイン、泌尿器科） 

６西病棟は消化器内科、消化器外科を中心とした病

棟で、がんの検査や治療が行われる病棟です。手術や

抗がん剤治療や症状緩和のための対症療法等多岐に

わたるがん治療に対応しながら、患者さんの QOL を

高めるために、患者さんやご家族の思いを尊重した看

護の提供を目指しております。 

（６階西病棟 患者様面談中） 

 

 

 

・７階東病棟（循環器内科、心臓血管外科、形成外科） 

 ７階東病棟は現在 COVID感染対応病棟となってい

ます。急性期看護はもとより、感染や隔離に対する患

者、家族の不安や苦痛の軽減に対し「思いに寄り添う

看護」をモットーにチームで取り組んでいます。また

感染管理認定看護師とともに日夜感染予防に取り組

んでいます。 

(７階東病棟 申し送り) 
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・７階西病棟(地域包括ケア病棟) 

 ７西病棟は地域包括ケア病棟です。患者さん、ご家

族が安心して住み慣れた地域へ戻られるよう、「意思

決定支援」「患者さん・ご家族の思いを繋ぐ」ことを

大切にしながら院内外の多職種と協働し、退院支援・

退院調整を行っています。 

（７階西病棟 カンファレンス） 

 

 

・外来 

 外来では、受診される患者さんが安心して検査・治

療を受けられるよう、患者さんのニーズを把握し、思

いやりのある看護提供を目指します。また、通院しな

がらも患者さんらしい生活が継続できるよう他の職

種と協力しながら一緒に考えていきたいと思ってい

ます。 

 

 

・救急 

 救急では、２４時間３６５日救急患者さんを受け入

れ、年間約３,１００人の軽症から重症患者さんの初療

とカテーテル治療に対応しています。救急では迅速に

検査や治療が行われることが求められますが、患者さ

んやご家族の不安が少しでも和らぐよう、こころに寄

り添う看護を大切にしています。 

 

・手術室 

 手術室は７室あり、脳神経外科を筆頭に１３診療科

が年間１５００件以上の手術を行っています。術前術

中術後とチームで患者さんに関わり、カンファレンス

を実施しより安全な周術期看護実践を目指していま

す。新人看護師・２年目看護師教育を中心に、全ての

スタッフがレベルアップできる環境を目指して、チー

ム全体でフォローし合い活動しています。 

 

 

 

・化学療法室 

当院は１２床の化学療法室があり、患者さんが安

全・安心できる治療・ケアの提供ができるよう日々実

践しています。医師、がん化学療法認定看護師、薬剤

師、栄養士らと協働し、患者さんとそのご家族、地域

のニーズに応えていきたいと考えております。 
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・陽子線治療センター 

 新病院開設時に最新リニアックでの治療を開始し

ました。2017 年には北海道民間病院初の陽子線治療

も開始となりました。陽子線治療の対象疾患は保険診

療、保険外診療(先進医療等)で治療しています。4 名

の専従スタッフが医師、技師らと協働しています。患

者さん個別のニーズを把握し、QOL の維持に努め、

安心していただけるような看護提供を目指していき

ます。 

 

 

・地域医療支援センター 

 地域医療支援センターは、地域連携、医療相談、病

床管理、入退院支援が統合された部署です。 

入退院支援看護師は、入院前から患者さんと関わり、

不安を最小に医療が受けられ、退院後は安心して暮ら

しの場へ戻れるように、多職種共同で地域の医療・介

護・在宅関連事業所との連携を図り支援しています。 
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【概  要】 

 患者、来訪者、医療従事者、施設、環境を対象に、

感染に対するリスクを最小限に抑えるため組織横断

的に活動している部署 

  

【業務内容】 

 多職種から構成される ICT（感染制御チーム）、は、

感染症や薬剤耐性（AMR）微生物の院内感染を防止す

る為活動している。 

 AST（抗菌薬適正使用支援チーム）は、抗菌薬の不

適正使用が AMR 微生物を発生、蔓延させる原因とな

るため、その対策として抗菌薬の使用を適切にするた

めの支援活動をしている。 

1 週間に 1 回実施している病院内ラウンド、抗菌薬

の使用状況、耐性菌・感染症の発生状況を ICT で共有

し、臨床現場での感染対策向上に向けて活動している。 

 感染症や耐性菌の発生状況は、日常的に監視し、必

要時現場へ指導したり、相談を受けたりできるよう体

制を整えている。 

法人関連施設の感染症対策に関わる相談や、研修会講

師等も受け、法人全体の感染防止対策が向上するよう

活動している。 

今年度は特に、新型コロナウイルス感染症の発生によ

り、対策調整と強化が必要であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2021 年度の取組】 

2021 年度の活動 

項目 具体的内容 

新型コロナウイ

ルス対策 

・ 病院内全体の対策強化とマニ

ュアル適宜変更 

・ 専用病棟設置変更に伴う対策

調整 

・ ワクチン接種体制の調整 

サーベイランス ・感染症・耐性菌発生状況 

・抗菌薬適正使用状況 

・針刺し・粘膜汚染 

・手指消毒薬使用状況 

・SSI・UTI 

環境ラウンド 1 週間に 1 回感染防止の視点で各

部署の環境を確認 

耐性菌・抗菌薬 

ラウンド 

・耐性菌・感染症の発生状況把握 

・感染症レポートの作成 

・抗菌薬使用状況のモニタリング

と適正使用支援 

・アンチバイオグラム作成 

・血液培養採取に関するモニタリ

ング 

教育 ・院内感染対策研修 

・広報の発行 

・各部署での研修開催 

・委託業者研修 

・新入職員研修（新人・既卒） 

・新型コロナウイルス対策 

マニュアル ・定期的な見直し 

医療材料 ・新型コロナウイルスの影響によ

り不足となっている個人防護具の

入荷状況把握と調整 

・医療材料の洗浄消毒滅菌方法の

検討 

地域連携 ・連携施設とのカンファレンス 

・連携施設との相互査察 

 

 

医療安全管理部 
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耐性菌の発生状況は、MRSA以外の重要とされる耐性

菌の発生は無かった。 

MRSAについては、8月、9月、10月、2月においてア

ウトブレイクの指標よりも上回った結果であった。し

かし、各月ともに持込み入院による発生である為アウ

トブレイク対応とはせず、拡大防止の為の指導をおこ

ない院内拡大なく収束した。 

 抗菌薬適正使用については、昨年度よりも不適正使

用の件数も減少し、適正使用に繋がっている。引き続

き、適正使用に向けた活動を継続して行う必要がある。 

 新型コロナウイルス感染症に関しては、標準対策と

して、手指衛生の強化、マスク・アイガード着用を始

めとして、対策を強化してきた。週 1回のラウンドに

より対策の実践状況を確認している。感染症患者発生

によるクラスターもなく経過している。 

今後も感染症の発生・拡大ないよう活動を継続する 

 

【部署の特徴・方針】 

 主に、医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師からな

る感染制御チーム（以下 ICT）、抗菌薬適正使用支援

チーム（AST）で活動している。ICT が病院内の感染

防止対策を担い、AST が抗菌薬の適正使用についての

役割を担っている。感染対策に係る権限をもち、組織

横断的に活動している。 

各部署には感染防止対策の役割を担うリンクスタ

ッフがおり、ICT と連携し部署内での役割モデルとし

て活動している。 

 

【今後の目標】 

新型コロナウイルス感染症が発生し、厳重な対策が

今年度も継続して実施されてきた。引き続き、クラス

ターの発生が無いよう対策を講じていく。また、ウイ

ルスの特徴が徐々に判明しているため、不必要な対策

が継続されないよう適宜対策を見直しする必要があ

る。感染症は、新型コロナウイルスだけではないため、

その他の感染症や耐性菌も含めて病院内で拡大しな

いよう、引き続き対策を講じていく必要がある。 

感染防止対策の基本は、標準予防策であり、中でも

手指衛生が重要な対策となる。 

医療従事者全員が、必要なタイミングで手指衛生を

実施できるようまた、その他の標準予防策が効果的に

実施できるよう指導していく必要がある。 

耐性菌分離状況 

MRSA 分離患者数 135件 

MRSA 分離率(MRSA 分離患者数/検体提出

患者数×100) 

9.99% 

その他重要な耐性菌の発生 0 件 

抗菌薬適正使用状況 

適正使用 1431件 

不適正使用 1件 
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【概  要】 

 医療安全管理部は、患者に安全な医療サービスを提

供するとともに、職員や病院に係る全ての人の安全を

考え活動する部門です。 

医療安全対策室は、安全に関する情報の収集、分析、

対策、評価を通じ、医療の質向上のためのマネジメン

トを行います。また、安全の視点からの職員の教育・

研修・指導を実施しています。  

 

【業務内容】 

 MRM委員会／事故分析委員会の運営 

 上記委員会、看護部安全推進委員会との連携し、ヒ

ヤリハット事例の分析・対策の実施、職員への周

知、評価の実施 

 医療安全に関する組織体制整備に関する業務 

 医療安全に関する情報収集 

 ヒヤリハット・事故報告の収集・分析・対策（初期

対策）の実施と記録、その後の評価 

 各部署セーフティマネージャーへの支援 

 全職員に対する安全教育の推進・実施・評価 

 医療事故発生時の対応 

 患者・家族等からの医療安全に関する相談への対応 

  

【2021年度の取組】 

 パトロールや事故分析は、多職種協働で行えるよう

年間計画を立て、実践できました。パトロールでは、

救急カートの点検等定期的な内容に加え、改善した内

容が正しく実施できているかを確認しています。新型

コロナ感染症の影響で、他施設との医療安全対策相互

評価を直接訪問して行うことができませんでした。で

すが、写真や ZOOM 等を活用し、全ての項目を実施

できました。また、地域の施設とのネットワークを活

用し、医療安全に関する課題解決に向けて検討なども

継続して実施しました。 

 

【2021年度報告】 

 ヒヤリハット報告総数は、1396 件で、事例数は、

1359件でした。月平均 116.3件の報告数でした。 

 

 

 今年度 9 月から、クラーク課と医事課を分けて集

計しました。 

 栄養科からの報告が、前年度より 1.1ポイント、診

療部からの報告は、0.5ポイント増加しました。 

 

 影響度別では、レベル0の報告が全体の15.8％で、

レベル 3bは、9事例ありました。 
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【今後の目標】 

 対策は、業務の流れを確認し、間違いが起こり

そうな場面や方法を洗い出すなど、間違いにく

い業務にできるような改善を継続します。職員

の皆さんが積極的に安全活動に参加できるよ

う医療安全情報の発信や報告事例の活用を行

います。職員の皆さんが安心して働くことがで

き、患者さんが安心して医療やケアを受けられ

るよう貢献します。 
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【概  要】 

 多職種で協働しながら、褥瘡の予防ケアや治療を中

心に行う委員会で、院内褥瘡発生率の低下を目指して

活動している。 

  

【業務内容】 

 院内で発生した褥瘡や、褥瘡があって入院してくる

患者、褥瘡発生リスクの高い患者の把握をし、病棟の

看護師とともに、褥瘡の予防や治療に必要な対策の検

討と実施・指導を行っている。 

1 回／週の多職種による褥瘡回診と、1 回／月の会議

を行い、回診日以外にも、褥瘡ケアについての相談が

できる体制をとっている。 

創処置に関わる指導、マットレスの種類やポジショニ

ング、ケア方法に関する相談を受け、医療従事者・患

者・家族からの相談を受け、指導などを行っている。 

その他に、マニュアル作成や 法人関連施設からの相

談、研修会講師等も受け、法人全体のケアが向上する

よう活動している。 

【2021年度の取組】 

褥瘡発生件数 

院内発生 82件 

院外発生 75件 

褥瘡発生率  

褥瘡発生率 0.10％ 

推定褥瘡発生率 2.03％ 

褥瘡有病率 3.89％ 

 

 

 

 院内褥瘡発生率の低下を目指し、褥瘡回診以外にも、

褥瘡ケアについて検討するカンファレンスの実施や

褥瘡対策チームによるポジショニング指導なども行

っている。 

その他の活動では、褥瘡患者の栄養管理を NST(栄養

サポートチーム)と協働して行ったり、拘縮などにより

ポジショニングの検討が必要な場合には、褥瘡委員メ

ンバーの理学療法士や作業療法士が中心となって行

っている。 

ケアの質向上を目指して、今後も継続して活動してい

きたい。 

  

【部署の特徴・方針】 

 主に、形成外科医・皮膚・排泄ケア認定看護師、各

部署の看護師・薬剤師・療法士・管理栄養士・診療情

報管理士をはじめとする多職種で活動し、最善のケア

が提供されるようカンファレンスし、実践に繋げてい

る。 

各部署にはリンクナースが配置され、部署内の褥瘡ケ

アのリーダーとして活動している。 

データ－の管理については、診療情報管理士が中心と

なり行っている。 

 

【今後の目標】 

 院内褥瘡発生率の低下に向けて、多職種で協働して

褥瘡予防対策に取り組んでいく。 

今後は、院内だけでなく、法人内の施設とも連携をと

りながら取り組んでいきたい。 
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【概  要】 

 薬剤部は、薬剤師 23名、薬剤助手 4名（2021年 4

月現在）が在籍し、患者さんへ安心・安全な医療の提

供ができるようチーム医療の一員として活動してい

ます。医薬品の適正使用・適正管理に努め、内服薬の

１包化や注射薬のセット・調製を行い、薬剤管理指導

を通して適切な薬物療法を提供しています。また、多

様化する高度な医療を支えるため、がん化学療法、感

染制御、栄養サポート、緩和ケアの領域では専門・認

定薬剤師が中心となって薬物療法に関わっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【業務内容】 

調剤、注射調剤、無菌製剤調製、抗がん剤調製、院

内製剤、薬品管理、麻薬管理、治験薬管理、医薬品

情報管理、病棟業務（病棟薬剤業務・薬剤管理指導

業務）、チーム医療（感染対策・栄養サポート・が

ん化学療法・緩和ケア・褥瘡対策・排尿ケア等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2021年度の取組】 

 新型コロナウイルス感染症関連では、医療スタッフ

への治療薬の情報提供、入院患者さんの治療薬の確保

と調製、発熱外来での円滑な薬の交付と説明などを行

い、ワクチンに関しては薬剤を確保し適正な保管・管

理を行うとともに、ワクチン接種時には薬剤をシリン

ジに無菌的に充填し供給しました。 

医薬品安全管理では、使用する薬剤の併用禁忌や併

用注意に対するチェックシステムの導入、筋弛緩薬や

麻酔薬を含む院内の在庫薬剤の適正管理を行うとと

もに、先発医薬品から後発医薬品への切り替えに同一

の品質を持つオーソライズドジェネリックを選定し

医薬品費削減にも努めています。 

また、昨年度はコロナ禍で学会や研修会などの開催

が中止されていましたが、今年度はオンライン形式で

開催されるようになったため、研修会への積極的な参

加や学会発表などを通して、専門知識習得とスキルア

ップを図っています。 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

日本医療薬学会 

日本臨床腫瘍薬学会 

日本緩和医療薬学会 

日本化学療法学会 

全日本病院学会 

北海道病院学会 

札幌市病院学会 

札幌病院薬剤師会 
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【学会発表】 

2021/5/13 第 14回日本緩和医療薬学会年会 

「外来がん化学療法実施患者における静脈血栓症の

リスク因子の探索」 

 大村 侑平 

2021/7/3 第 20回北海道病院学会 

「医師による薬剤師の病棟業務の評価」 

 渡部 正太 

2021/8/21 第 62回全日本病院学会 

「札幌禎心会病院における病棟業務効率化への取り

組み」 

 奥村 美佑 

2021/10/9 第 31回日本医療薬学会年会 

「クロストリディオイデス・ディフィシル感染症にお

ける SHEA・IDSA重症度分類の因子探索」 

 重成 大介 

2021/10/16 第 26回札幌病院薬剤師会会員発表会 

「薬剤に関するヒヤリ・ハット報告の分析と今後の課

題」 

 山下 慶人 

2021/10/27 第 68回日本化学療法学会 

「ASTにおけるアミカシン適正使用への介入」 

 岡野 翔 

2022/3/1 第 42回札幌市病院学会 

「札幌禎心会病院における医師から薬剤師へのタス

ク・シフト/シェアに関する現状調査」 

 梅原 さくら 

2022/3/1 第 42回札幌市病院学会 

「薬剤師によるハイリスク薬の手術後残薬廃棄の実

施とその評価」 

 山田 哲也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【部署の特徴・方針】 

 「薬あるところに薬剤師あり」を念頭に、チーム医

療の一員として他職種と緊密な連携をとり、患者さん

の薬物治療に貢献すべく日々業務を行っています。 

専門知識習得のため自己研鑽に励み、多くの専門・

認定薬剤師が在籍しているのも特徴です。さらに当院

は、日本医療薬学会がん専門薬剤師研修施設や日本臨

床腫瘍薬学会外来がん治療専門薬剤師の研修施設に

も認定されており、新人教育にプリセプター制度の導

入、学会や研修会に積極的に参加できるようなフォロ

ーアップ体制等、一人前の臨床薬剤師として成長でき

るような環境作りを大切にしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の目標】 

・医薬品安全管理の継続 

・薬剤管理指導・病棟薬剤業務の推進 

・チーム医療・タスクシフト／シェアの実践 

・がん化学療法及びがん患者指導の質向上 

・ポリファーマシーへの取り組み 

・専門・認定薬剤師の資格取得 
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【概  要】 

 放射線部は最新の検査・治療機器と専用の画像処理

コンピュータを使用し、患者さんが安心して検査・治

療を受けていただくために放射線診断用画像の撮影

や手術支援画像の作成を日頃の研鑚を通して病態に

合った検査・放射線治療を心がけています。 

又、放射線被ばく管理、放射線機器管理を日々行い患

者さんに対して安全な検査・放射線治療が行える管理

を行っています。 

  

【業務内容】 

 一般撮影 

 ＣＴ検査 

 ＭＲＩ検査 

 血管撮影検査 

 Ｘ線ＴＶ検査 

 外科用イメージ 

 マンモグラフィー検査 

 核医学検査 

 放射線治療 

  

【2021年度の取組】 

 引き続き新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ 

１９）が収まらない中、感染対策の徹底の元、検査を 

実施していく年度となった。 

４月に線量管理システムが導入されＣＴ検査、血管 

造影検査、ＲＩ検査の患者個人個人の線量が管理 

可能となり患者の被ばく低減がなされた。 

９月に新規キヤノン製３２０列ＣＴが導入され 

た。最新鋭の機種の導入により従来機と比較して 

ノイズが少なく更に低線量での撮影が可能となり 

より細かく精細な画像の撮影が可能となりました。 

また画像再構成時間が短縮されより早く画像の提出 

が可能になりました。  

１０月には富士フィルム社のＦＰＤ一体型のポータ 

ブルＸ線撮影装置を導入しました。軽量・小型タイプ

の装置により病室での撮影がストレスなく実施可能

となりました。 

 

学会・研修会においてはコロナ禍において会場型の 

開催が不可能なためＷＥＢ配信型の学会・研修会が 

開催されるようになりスタッフの積極的な参加を促 

し新しい技術の習得に努めた。 

                                                                 

 

   

       ３２０列ＣＴ装置 

 

 

 

       ポータブル装置 

 

 

 

 

 

 

放射線部 

放射線診断技術科・放射線治療技術科 
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【参加研修会・学会・勉強会】 

日本診療放射線技師学会 

日本放射線技術学会 

日本磁気共鳴医学会 

日本医療情報技師学会 

日本消化器がん検診学会 

日本放射線腫瘍学会 

日本医学物理学会 

北海道放射線技師会 

北海道放射線技術学会 

 

 【学会発表】  

 2022/2/5   

第１７回法人放射線部合同研究発表会 

「Advanced Patient Motion Correction を用いた 

  画像評価の検討」 

                佐藤 淳貴  

 2022/2/5   

第１７回法人放射線部合同研究発表会 

「AiCE FIRSTを用いた穿通枝再構成における  

最適化の検討」 

                橋本 瑞希 

 

【部署の特徴・方針】 

 放射線を扱う様々なモダリティー、様々な診療科の

検査・治療に対応できるように短期のローテーショ

ンを行いそれぞれの技師が様々な検査に対応でき

る体制を取っています。その中で専門的に興味を持

って対応できるモダリティーを個人個人が目標を

持ち学会等を通して日々の努力を行っています。 

当直体制をとっており２４時間救急患者を受け入

れるよう当直者は全ての検査機器を操作出来る様

に教育する体制を取っています。 

放射線治療においては、放射線治療品質管理士のも

と安全性と確実性を重視した高精度な治療を行っ

ています。 

【今後の目標】 

診断技術科では脳神経外科の業務に対しスタッフ

が同じレベルでの検査が可能となるように指導を

行っていく、消化器内科のチームが新体制になった

ので消化器内科関連の業務に関して再確認を行い

滞りない検査の対応が可能となるように科内で精

査し実施する。 

 様々な検査・治療に対応できるスタッフの養成の 

継続。 

今年度新たに加わった新規スタッフに対しては当

直業務を行えるように指導を行い土日夜間の救急

検査に対応できるようにしたい。 

治療技術科ではさらなる安全性と確実性を重視し

た高精度な放射線治療を行えるよう技術の向上に

努める。放射線治療専任加算の施設基準をクリアで

きるよう経験年数５年以上の技師の育成を引き続

き行う。 

治療技術科のスタッフによる診断技術科へのロー

テーション業務を継続的に行っていきたい。 

又、様々な認定技師の取得も目指していきたい。 

 

 

 

 

放射線診断科検査件数年次推移 
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【概  要】 

 臨床検査技師（Medical Technologist : MT）は病院

などの医療機関において種々の臨床検査を行う技術

者です。臨床検査技師等に関する法律により規定され

る国家資格です。厚生労働大臣の免許をうけて、臨床

検査技師の名称を用いて、医師の指示の下に、厚生労

働省令で定める検体検査、及び生理検査を行っていま

す。 

  

【業務内容】 

 検体採取（採血、採尿、穿刺介助等）、 

生理検査（脳波、誘発電位、誘発筋電図、術中モニタ

リング、心電図、ホルター心電図、トレッドミル、心

臓カテーテル、CAVI/ABI、肺機能、聴力、眼底写真、

熱画像、超音波検査、めまい検査、骨密度検査、SPP、

OAE、ASSR等）、 

病理・細胞診検査、がん登録、 

輸血検査、輸血管理、 

精度管理、データ解析、統計データ作成 

 

【2021年度の取組】 

 検査の依頼件数の増加に対応するため、超音波装置、

ホルター心電計を増台、新規検査で皮膚灌流圧測定装

置を新たに導入しました。 

 コロナ禍において Web 配信型の学会・研修会が開

催されるようになり、スタッフの積極的な参加を促し

新しい知見・技術の習得に努めました。 

 

 

 

 

 

               皮膚灌流圧測定装置 

 

 

 

 

 

Canon Aplio 700i        Kenz ホルター心電図 

【参加研修会・学会・勉強会】 

主な所属学会 

・日本臨床検査技師会 

・北海道臨床検査技師会 

・札幌臨床検査技師会 

・日本超音波医学会 

・日本超音波検査学会 

・日本臨床神経生理学会 

・日本神経生理検査研究会 

・日本輸血細胞治療学会 

・日本臨床細胞学会 

・日本糖尿病学会 

 

【部署の特徴・方針】 

臨床検査部基本方針 

○患者さまに信頼される臨床検査を行います。 

○迅速で正確な検査結果を提供することに努めま

す。 

○検査技術や専門知識の向上に努め、質の高い検査

データを提供します。 

○多職種との連携を図り、チーム医療に貢献します。 

◆取得資格 

 臨床検査技師  21名 

  超音波検査士（心臓） 

  超音波検査士（腹部） 

  超音波検査士（表在） 

  超音波検査士（健診領域） 

  細胞検査士 

  専門技術師（モニタリング分野） 

  認定輸血検査技師 

認定心電検査技師 

認定病理検査技師 

二級検査士（呼吸生理学） 

緊急検査士 

  糖尿病療法士 

  第一種衛生管理者 

【今後の目標】 

患者さまに質の高い医療を提供することにつなが

るよう部門全体で一丸となり日々邁進します。 

臨床検査部 
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【概  要】 

 リハビリテーション部は理学療法科、作業療法科、

言語療法科から構成されています．運動機能、高次脳

機能、言語機能、摂食・嚥下機能等の回復を目指し、

さらには日常生活上の困難さ・不自由さの改善を目標

に、病気の発症間もない時期や手術後などの早期から、

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士による治療を実

施しています． 

算定疾患別リハビリテーション 

・脳血管疾患等リハビリテーション 

・運動器リハビリテーション 

・心大血管リハビリテーション 

・呼吸器リハビリテーション 

・がんのリハビリテーション 

 

 

【業務内容】 

理学療法科 

動作や歩行の分析・誘導による治療を基本とし、日常

生活動作の改善、筋力の改善、関節可動域の拡大など

の機能回復に努めています．急性期では早期離床や日

常生活動作プログラムに取り組んでいます．亜急性期

では動作分析・誘導による治療を基本とし、患者さん

自身が気づき、修正できる治療を心がけ、基本動作や

日常生活動作能力の拡大に努めています． 

最も処方が多いのは脳神経外科領域の疾患であり、頭

頸部外科や消化器内科・外科での治療、治療予定の方、

循環器内科や心臓血管外科で治療中の方への理学療

法も実施しています．また整形外科領域にも対応して

います． 

  

作業療法科 

日常生活動作(食事・整容・更衣・排泄・入浴)や日常

生活関連活動(家事動作・外出等)など様々な作業活動

を通じて、心身機能の回復、社会復帰を目指してます．

病気を発症された直後から開始し、身体機能、高次脳

機能の治療に加え、当院退院後の生活を見据え、日常

生活動作や家事、仕事、自動車運転など様々な活動へ

の援助を行っています．また、脳動脈瘤等の手術を予

定されている方に手術前後の高次脳機能・身体機能の

評価を実施するとともに、もの忘れ専門外来を受診さ

れた方の高次脳機能評価（記憶力や注意力などの検査）

を実施しています．疾患別リハビリは理学療法科と同

様、脳神経外科領域の処方が最も多くなっています．

患者さんのニードに合わせ、がんのリハビリ、心大血

管リハビリの実施も徐々に増えてきています． 

 

 

 

 

リハビリテーション部 

理学療法科 作業療法科 言語療法科 
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言語療法科 

脳血管障害などによる失語症・構音障害等のコミュニ

ケーション障害、高次脳機能障害の方への言語聴覚療

法や、嚥下障害(水分でむせる、肺炎を繰り返している、

飲み込みづらい等)への摂食機能療法、脳神経外科での

開頭手術の術前後評価等を実施しています．摂食嚥下

障害については、VF(嚥下造影検査)による評価や

NST(栄養サポートチーム)の協力のもと、安全に食べ

られるよう訓練及び環境調整を行っています．また頭

頸部外科で治療中の方への摂食・嚥下、発声、構音、

頚部・顔面機能へのアプローチも継続して取り組んで

います．加えて開頭術後の方や主に頭頸部外科疾患の

放射線治療、治療後の方の開口障害に対する評価やプ

ログラムの実施を行っています． 

 

 

 

【第 22回リハビリテーション部門研究発表会】 

2021.10.11開催 

理学療法科 

「重症心不全にて運動負荷に難渋し，長期間の入院に

なったものの自宅退院可能となった一症例」石山敏明 

「脳神経外科対象疾患患者における離床開始日と

DVT発症の関連性」 

 

作業療法科 

「急性期で IVESを使用した 2症例の報告」 

「ベッド上生活の検討や年賀状書きが習慣化の再構

築に繋がった症例」 

 

言語療法科 

「当院で新たに導入開始した完全側臥位について」 

「当院における完全側臥位の報告と検討」 

 

 

 

 

 

【部署の特徴・方針】 

・リハビリテーション室は３６５日開室し、急性期か

らリハビリテーションを開始する体制をとっていま

す．多職種と連携し、早期離床、早期に日常生活活動

が向上できるよう病棟でのプログラムや活動も積極

的に取り組んでいます． 

 

方針 

１ 新たなリハビリテーション医療のコンセプトを

導入しながら、発症（受傷）直後から早期に開始し、

急性期から亜急性期を中心にリハビリテーションを

実施します 

２ 在宅での生活の質向上を目標としてリハビリテ

ーションを展開し、地域の医療・介護・福祉機関と連

携を図りながら、地域住民の生活を支援します 

 

【今後の目標】 

多くの患者さんにリハビリテーションが提供でき

るよう体制を充実させ、今後もより一層、リハビリテ

ーション評価技術、治療技術を向上させ、患者さんと

の目標設定、リハビリプログラムの実践の質を高めて

いきたいと考えます． 
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【概  要】 

【概要】 

平成 28年 10月、地域医療支援センターは、「札幌禎

心会病院理念の下、患者様が安心して治療・療養生活

がおくれるよう地域の医療機関および介護・在宅関連

事業所との連携を強化し、切れ目のない医療を提供す

る。また、患者サービスの充実、地域への広報活動を

積極的に行い、選ばれる病院を目指す。」ことを目的と

して設置されました。 

センター内の医療相談室、地域連携推進室、病床管

理室が、部署の垣根を取り払いシームレスな連携を目

的に、地域医療支援センター1部署として統合されまし

た。 

 

<組織図> 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【部署の特徴・方針】 

・入院から退院までのシームレスな医療サービスの提

供、質の確保 

・総合的なアセスメントを通じての患者満足度向上 

・医療連携による経営の安定化 

・病院情報の一元管理による急性期医療の維持（重症

度・看護必要度、在院日数、稼働率） 

・看護業務のサポートによる看護師の生産性の向上（直

接看護業務の拡大） 

・広報活動による院内外への情報発信 

 以上の役割を果たすため、ぞれぞれの部署で連携を

図りながら、活動を行っています。 

 

【業務内容】 

・紹介患者の受診調整（外来受診、検査依頼） 

・紹介元医療機関への受診及び入退院報告 

・医療連携に関する情報発信 

・院内案内（コンシェルジュ）サービスに関すること 

・稼働率の管理（病棟との連携） 

・患者の総合的なアセスメント 

・入院時、退院時の説明及び手続き 

・転院受け入れ及び転院依頼時の調整 

・入院支援、退院支援、退院調整、退院後支援 

・在宅、介護サービスとの連携 

・病床稼働率管理（病棟との連携） 

・入院予約調整 

・医療費等経済的な問題についての相談 

・介護保険、社会福祉制度等についての相談 

・退院及び退院後の支援（在宅、施設訪問を含む） 

・病気、障害を抱えて生活することの不安についての

相談 

・在宅、介護サービスとの連携 

・退院調整と稼働率管理（病棟との連携） 

・セカンドオピニオン外来の対応 

 

【2021年度の取組】 

・患者対応充実を目的として、2022年度から『患者サ

ポート体制充実加算』、『重症患者初期支援充実加算』

の算定が出来る様、研修参加等の準備を行いました。 

・事務スタッフが地域連携業務と入退院受付業務を双

方対応出来る様な体制変更を行いました。 

・医療ソーシャルワーカーのキャリアラダーを、北海

道医療ソーシャルワーカー協会から出されている物

をもとに、当院仕様に作成しました。 

・後方支援等の地域医療機関への訪問はコロナ感染の

影響を受けたが、52 件の訪問を行えました。加え、

現在連携の無い等、未開拓医療機関へはリーフレッ

ト等を送付し連携・協力の案内を行った。93件の結

地域医療支援センター  

連携室・入退院支援室・医療相談室 
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果となりました。 

・効率的な病床運用のため、クリニカルパスの見直し

に着手する事が出来ました。 

・連携強化を目的とした地域のクリニックへの訪問は、

コロナの影響から 40件にとどまりました。 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

全日本病院学会 

北海道病院学会 

北海道医療ソーシャルワーク学会 

退院支援アクティブミーティング 

東区医療介護ネットワーク・退院支援看護師会 

北海道病院協会研修会 

北海道相談員スキルアップ研修 

救急認定ソーシャルワーカー認定研修 

日本 HIS研究センター(法人会員) 

 

【学会発表】 

なし 

 

【今後の目標】 

・相談の質の向上、相談力の均一化を目指して、医療

ソーシャルワーカーのキャリアラダー実運用に向け

てのシミュレーションとセンター内周知を行ってい

きます。 

・地域の医療機関が開放病床を簡易に迅速に利用出来

る様に地域医療機関のニーズ把握や、院内の協力状

況を整えていきます。 

・センター内分業から協業へシフトしていける様に、

スタッフ教育・研修体制に力を入れていきます。 

・相談された方へ、‘地域医療支援センターワンストッ

プ’でお答えできる様なセンターを目指します。 

・当法人の医療・介護サービスを利用されている患者

さんが、スケールメリットを感じられる様に禎心会

法人間の連携を強化していく。 
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【概  要】 

 臨床工学技士（Clinical Engineer：CE）とは、昭

和 62 年 5 月に制定された「臨床工学技士法」に基づ

く医学と工学の両面を兼ね備えた国家資格です。 

臨床工学技士は医師の指示の下に、生命維持管理装

置の操作及び保守点検を行う事を業とする医療機器

の専門医療職種です。 

医師や看護師などとともに医療機器を用いたチー

ム医療の一員として生命維持をサポートしています。 

 ※生命維持管理装置とは、人の呼吸、循環又は代謝

の一部を代替し、又は補助する装置です。 

 

【業務内容】 

 臨床工学技士の業務として、「呼吸治療」「人工心肺」

「血液浄化」「手術領域」「心・血管カテーテル」「高

気圧酸素治療」「ペースメーカ」「内視鏡」「ハイパー

サーミア」「保守点検関連」業務があります。 

医療機器保守管理業務では、院内すべての医療機器

が対象となります。臨床業務については手術室だけで

はなく、血管造影室や内視鏡センターでの全ての症例

で関わっています。 

  

【2021年度の取組】 

 部門内で分野ごとに責任者を配置し、関連機器の管

理から臨床業務や教育まで実施しています。 

内視鏡検査・治療や高気圧酸素治療、ハイパーサー

ミアの件数が増加しています。 

医療機器安全管理責任者管理のもと、医療機器の安

全使用のための研修について、定期的に実施しており、

医療機器の新規導入・更新時には必ず対象部門に対し

て実施しています。 

 

 

 

 

 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

主な所属学会 

・日本臨床工学技士会 

・北海道臨床工学技士会 

・日本心血管インターベンション治療学会 

・日本体外循環技術医学会 

・日本消化器内視鏡技師会 

・北海道消化器内視鏡技師会 

・日本医療機器学会 

・日本高気圧環境・潜水医学会 

・日本高気圧環境・潜水医学会北海道地方会 

・日本ハイパーサーミア学会 

  

【部署の特徴・方針】 

 現在、臨床工学技士 10 名在籍し、急なトラブルや

緊急性の高い治療に対して、24 時間 365 日のオンコ

ール体制で迅速に対応しています。 

 臨床業務が増えていることや高度化・複雑化する医

療機器に対応すべく、各種学会認定等の取得も行って

います。 

 

■取得資格 

臨床工学技士 10名 

体外循環技術認定士 

心血管インターベンション技師 

3学会合同呼吸療法認定士 

消化器内視鏡技師 

透析技術認定士 

高気圧酸素治療専門技師 

医療機器情報コミュニケータ(MDIC) 

医療情報技師 

1名 

2名 

1名 

1名 

1名 

2名 

1名 

1名 

 

【今後の目標】 

臨床工学技士法等の改正により業務範囲が追加され

た際には、必要な研修を受講し、資質向上と医療安全

確保に努めていきます。 
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【概  要】 

 2021年 4月より新入職員を 1名迎え、管理栄養士 5

人体制となりました。 

専門的な知識を生かし、幅広く「食」や「栄養」に関

してサポートしています。また、入院患者の栄養状態

を把握し、医師・看護師・他職種と密に連携し、栄養

状態の改善・維持に努めています。 

 

【業務内容】 

栄養管理（スクリーニング・アセスメント・プランニ

ング・評価など）/入院・外来・化学療法・アンチエイ

ジング栄養指導/各種回診・カンファレンスの参加/ミ

ールラウンド/嗜好調査/給食管理/衛生管理/健康教室/

保健指導/NST活動など 

 

【2021年度の取組】 

（栄養管理） 

 管理栄養士を病棟担当制とし、より専門性を生かし

た栄養サポートを行っています。 

今年度は 6年ぶりに新卒を向かえ、未来を担う新人

の育成は栄養科の重要課題となりました。そこで、キ

ャリアラダー・新卒栄養士教育プログラムを一新しま

した。業務に必要なスキルや知識はもちろんですが、

当院の理念、当科の価値観・ビジョンをしっかりと身

に着け、チーム医療に貢献できる人材に育って欲しい

です。 

（給食管理） 

給食部門はコープフーズ株式会社に委託していま

す。安心・安全で家庭でも継続しやすい食事提供に努

めています。また摂食嚥下障害がある方は嚥下調整食

を提供し、少しでも口から食べられるように支援して

います。 

 

【所属団体・学会】 

日本臨床栄養代謝学会、日本病態栄養学会、 

日本抗加齢医学会、日本在宅栄養管理学会 

日本栄養改善学会、日本栄養経営実践協会 

北海道栄養士会           など 

 

【学会発表】 

2021/7/21・22 日本臨床栄養代謝学会学術集会 

「終末期がん患者における褥瘡発生の有無と褥瘡発

生因子の関連について」 

◎丸山沙織・角直子 

 

【部署の特徴・方針】 

 チーム医療の一員として医療に貢献することを目

標にし、高いスキルと技術の習得に日々励んでいます。 

（取得資格） 

NST専門療法士 2名、 

病態栄養専門管理栄養士 1名 

在宅訪問管理栄養士 1名 

栄養経営士 1名 

日本抗加齢医学会指導士 1名 

次年度は 3名の管理栄養士が臨床栄養代謝専門療法

士、糖尿病療養指導士、心不全療養指導士、それぞれ

の資格取得を目指しています。 

 

給食委託会社：コープフーズ株式会社 

管理栄養士 3名、栄養士 1名、調理師 3名 

調理員・洗浄パート 30名、事務員：1名 

 

【今後の目標】 

来年度は診療報酬改定があります。2020 年度に続

き 2022 年度診療報酬改定でも栄養や管理栄養士に関

わる項目の新設や改訂が多く行われる予定です。超高

齢社会の中で栄養に関わる問題が意識される機会も

多くなってきています。入院中は美味しい病院食と適

切な栄養でスムーズな治療・療養のサポート。退院後

は住み慣れた場所で自分らしい生活ができるよう、実

践と継続が可能な食事内容の提案、指導。この 2つを

軸にシームレスな栄養管理を提供できる体制の構築

に一丸となって取り組んでいきます。 
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【概  要】 

病院は患者さんと共に、様々な職種が手を取りあっ

て病に立ち向かう機関です。我々医事課は、「診療」

という直接的な介入では無いものの、窓口や会計など、

様々な場面で患者さんと接し、その担うべき業務は重

要であると認識しています。よって、患者サービスの

重要性を常に意識し、外来アンケート、目安箱等を用

いて、患者さんからの「声」に耳を傾けるよう努めて

います。また、病院経営の企画や運営にも携わってお

り、接遇のみならず、幅広い知識と経験が必要となる

部署です。 

法人理念である「良質な医療・介護を通じて、地域

社会の繁栄に貢献する」を実現すべく、医師やその他

の職種と協同し、地域に求められる病院にしていける

よう、日々精進を重ねていきたいと思います。 

 

 

【業務内容】 

病院を訪れた際、まず患者さんの応対をさせて頂く

総合案内をはじめ、外来・入院の請求業務や、保険者

への診療報酬請求などを行っています。その他にも各

保険会社からの診断書の依頼の受付、診療費に関する

問合せの対応業務なども行っています。また、昨年度

に引き続き新型コロナウイルス感染症に関する業務

を実施いたしました。 

 

◎外来担当 

 ・新患受付 

  ・外来の診療費計算 

  ・診療報酬請求書の作成及び点検業務 

 ・その他外来で発生する料金の計算等 

  ・各書類（診断書等の医師の証明が必要な書類）

の依頼受付 

  ・未収金管理、督促業務及び債権委託業務 

 ・料金の収納業務 

 ・発熱外来業務 

 

 ◎入院担当 

  ・入院の診療費計算 

・診療報酬請求書の作成及び点検業務 

  ・その他入院で発生する料金の計算等 

・未収金管理、督促業務及び債権委託業務 

 

◎共通 

・診療報酬に関わる各種届出 

・保険請求の分析（査定・返戻） 

・発熱外来・ワクチン接種業務 

 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

  ・接遇セミナー 

 ・医療安全に関する研修会 

 ・感染対策に関する研修会 

 ・診療報酬請求に関わる各研修会 

 

 

【部署の方針】 

 医事課は、外来担当、入院担当、健診担当の総勢 30

名程のスタッフがおります。新型コロナウイルス感染

症が蔓延する中で、職員が協力して患者さんにとって

より良い医療を提供しなければならず、患者さんに親

切に笑顔で接する事を心掛けています。 

 

 

【今後の目標】 

 ・人材育成 

 ・人材確保 

 ・業務の可視化 

 ・効率性の向上 

 ・残業時間の短縮 

 ・新型コロナウイルス感染症に関する適切な診療報

酬算定の把握 

 ・ペーパーレスの推進 

事務部 
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【概  要】 

職務は法人本部業務と各事業所総務課に分 

担されており、銀行取引・預金管理などの資 

産管理、就業規則・内規作成等の社内規定管 

理、福利厚生施策は本部業務。職員入退職に 

係る手続きや申請・出張手配、設備・用度管 

理、広報等を事業所総務課の業務として行っ 

ている。 

 

【業務内容】 

・人事労務管理：職員入退職手続き・勤怠処理 

・会計管理：支払依頼、小口現金処理。 

・給与計算：給与処理 

・防災管理：消防計画の作成、運用等 

・福利厚生：補償手続・慶弔手続等 

・安全衛生：各種健康診断の実施、衛生委員会運営 

・文書の収受、配付、発送及び保存 

・設備管理：保守点検・営繕・車両管理 

・その他：補助金申請・労災申請、修練医師の申請、

医師派遣・要請、研修職員の出張手配病院行事の運

営他 

・広報：広報誌の編集・発行、ホームページの管理・

更新、各種パンフレット、ポスターの制作、プレス

リリースの作成、各種広告の検討・掲出、各種マス

コミ対応、講演会の企画・実施、学会・研究会開催

のサポート、各種写真撮影等 

 

【 2021年度の取組】 

・新型コロナウイルス感染症に係る特例措置 

・新型コロナウイルス感染症に係る費用負担 

・新型コロナウイルス感染症に係る手当支給 

・年末調整事務の電子化 

・ホームページのページ追加・更新。院外広報 

誌を 4回、職員向け法人報を 12回発行。各種 

パンフレットの更新。プレスリリース作成。テレ 

ビ、雑誌取材対応複数。各種広告の作成、掲出。 

各種協賛の検討、実施。 

 

 【部署の特徴・方針】 

・海外研修医師に対応のため、英語通訳の職員 

 を配置。また、中国人の患者増加を見据え、 

 中国語通訳の職員を採用した。 

・衛生委員会と連携し職員の健康診断の実施、 

 結果管理を所管している。 

 

【今後の目標】 

・各種申請処理の電子化 

・事業継続計画の策定。 

・ホームページでの情報発信強化

 

事務部 

総務課 

51 総務課 



 

 

 

【概  要】 

 医師が各々その職務に専念できるよう、質の高い秘

書業務プロセスを構築し、万全なサポート体制で秘書

業務を執り行っている。 現在 3名体制。 

 

【業務内容】 

医局会議の開催にかかる準備、医局内及び応接室の環

境整備、スケジュール管理、出張手配、旅程表の作成、

出張旅費・交際費清算等に係る経理事務、電話応対、

来客対応、文書作成事務及び管理、会議準備、情報収

集と資料の作成、講演会資料作成、贈答品管理、礼状

の作成と管理、慶弔手配、診察・検査諸対応、住所録

管理 

 

【2021年度の取組】 

医師が仕事をしやすい環境整備に努める。 

業務の効率化を図り残業時間減少、有給休暇取得率 up

に努める。 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

 

【部署の特徴・方針】 

突発的な業務が多いため、マニュアル化が困難な部署

である。標準化できないことは都度口頭と文書で情報

を共有することを心掛けている。また、院内外を問わ

ず取り次ぎ役を担うことが多いため、迅速かつ正確に

その内容を伝えることを心がけている。 

日々の業務で多忙な医師にタイミングよく確実にそ

の内容を伝え確認を行えるよう日頃から積極的にコ

ミュニケーションをはかり、良好な協力関係を築ける

よう努めている。 

 

【今後の目標】 

コロナ禍でオンライン会議が増加した。 

秘書業務は流動的で突発的な内容が多く、常に新しい

知識を取り入れながら業務に取り組んでいきたい。 

秘書課 

52 秘書課 



 

 

 

 

【概  要】 

 病院の統計や各種調査票、学会への定期症例報告、

NCD、全国がん登録、各部門からのデータ抽出依頼、

診療報酬改定時のコード関連、電子カルテの伝票やテ

ンプレート、各種書類関連、そして DPC関連全般と、

その業務の幅は非常に多岐に渡り、情報の収集・蓄

積・抽出・分析を担当している。 

  

 

【業務内容】 

 DPC 関連業務/全国がん登録/NCD 登録事業/各種調

査票/学会定期報告/診療録管理/各種統計/電子カルテ

書類・伝票・テンプレート管理・クリニカルパス/電子

カルテ操作レクチャー/各種用紙管理/個人情報保護関

連/診療情報関連実習生受入など 

 

 

【2021年度の取組】 

 2021 年度においては、新型コロナ感染症ウイルス

によって、業務が２倍にも３倍にも膨れ上がり、いつ

抜けるかもしれぬトンネルを彷徨っていたと振り返

る。特に今期においては、新型コロナ感染症のワクチ

ンも始まり、その予約枠の設定、会場設営、予約係の

運用においても、診療情報管理室が主軸として取り組

み、大きな役割を担ったと思う。これらにおいては、

Access などを用いたデータ活用のノウハウや統計業

務などにおけるロジカルな考え方を、上手く活用でき

た証拠であり、若手の自信にも繋がったと思う。また、

普段は滅多に表舞台に出ない診療情報管理室だが、ワ

クチンの予防接種会場における取り組みでは、最前線

にて業務にあたり、他部門との連携や患者さんとの応

対、クレーム対応などにおいても、自分らで考え、意

見を出し合い業務を構築してくれた。緊急事態ではあ

るものの、新型コロナ感染症ウイルスの功罪として、

自分らの業務は圧迫されるも、これら新たな事業の取

り組みは、大変良い刺激となり、若手の成長を促すき

っかけとなったと振り返る。 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

 日本診療情報管理学会（WEB） 

北海道診療情報管理研究会（WEB） 

北海道医療情報技師会（WEB） 

全国がん登録研修会（WEB） 

北海道がん登録研究会（WEB） 

 

【学会発表】 

 今期なし 

 

【部署の特徴・方針】 

 診療情報管理室の特徴は、「自分達の業務はこれだ

け」と変な線引きをしない事である。例え、他部署で

「自分達じゃない」「できない」と言われた案件であ

っても、その内容が「病院としてやらなくてはならな

い」事柄であれば、部署の垣根を飛び越え、最前線で

物事に取り組む姿勢である。業務としての住み分けは

必要ではあるが、過剰な線引きは自分らの活躍する場

を縮める事であり、経験や技術も向上しない。「小回

りのきく技術屋さん」が診療情報管理室の本懐である。 

 

 

【今後の目標】 

 新型コロナ感染症の影響が、どこまで続き、国の方

針が今後どうなっていくかが悩ましい限りである。こ

の新型コロナ感染症ウイルスにおいては、通常の診療

情報管理室業務も年々増大している所に、更にコロナ

に関連する業務が横滑りで舞い込む状態を招き、疲労

困憊である。 

 次年度こそ、コロナが少し落ち着き、人材の育成や

技術の習得に時間を割いていきたい。 

  

 

事務部 

診療情報管理室 

53 診療情報管理室 



 

 

 

 

 

【概  要】 

 法人全体のシステム企画・運用管理を行い法人全体

の業務改善を推進する。 

 

 

【業務内容】 

 法人全体の基幹システム（財務・給与・人事）の管

理・メンテナンスの実施、HIS（医療情報システム）

の管理・メンテナンスの実施、法人全体のネットワー

クシステムの管理を行っている。 

 

 

【2021年度の取組】 

  財務システムの老朽化更改に合わせてバージョン

アップを行い、電帳法対応によるペーパーレス化、楽

楽精算との連携、ファームバンキングと仕訳連動によ

り業務の効率化を実現。 

 マイナンバーカードによるオンライン資格確認端

末の各事業所受付への設置の準備を完了。 

法人全体で使うメールサーバーの更新を実施。 

システムの安定稼働を目的に、基幹システムのハー

ドウェア、ネットワーク機器の更新計画を策定。（札

幌禎心会病院） 

 手書き文字の OCR システムを導入し、職員健診の

問診票の読取り、職員向け各種試験の回答読取りに活

用することで業務効率化を実現。（札幌禎心会病院） 

 

 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

全日本病院協会 

北海道病院学会 

北海道医療情報技師会 

 北海道医療情報研究会 

 

 

 

 

 

【部署の特徴・方針】 

 法人全体のシステム企画・運用・管理をチーム 4名

で実施している。 業務範囲は財務・給与・人事・勤

怠・電子申請など基幹システムからネットワーク・電

子カルテ及びサブシステムまで多岐に渡り、医療から

介護まで幅広く対応をしている。 

当院の電子カルテは仮想技術を使用しており日々仮

想化技術は進歩している。セキュリティ対策として有

効な仮想化技術により安全で安心な医療情報システ

ムの維持・向上に努めている。 

 

 

【今後の目標】 

 基幹システムのハードウェア更新による医療情報

システムの安全なデータ移行作業。 

 職員のセキュリティ意識向上。 

患者サービスの向上、各事業所の効率化に繋がるよ

う、コストと要求事項のバランスを取りながら新たな

システム創りを企画していきたい。 

 

 

 

 

法人本部 

システム部 

54 システム部 
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、
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取
り
組
ん
で
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ま
す 。
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療・
介
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に

私
た
ち
は 、

近
隣
の
先
生
方 、

施
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と
運
携
し
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地
域
密
着
の

［標榜科目］

消化器内科、内科

〒002-0855

札幌市北区屯田 5条7 丁目
1-68

ft011-775-8000 

https://shinsei-clinic.com/ 

施
設
の
特
長
を
敦
え
て
く
だ
さ
い 。

胃
が
ん
や
肝
臓
が
ん
の
よ
う
に
感

染
症
を
背
景
に
発
生
す
る
が
ん
は
感
染

A
 
Q
 

診
癒
方
針
を
教
え
て
く
だ
さ
い 。

最
新
の
標
準
医
療
を
提
供
で
き
る

ょ
う
努
力
し 、
病
気
に
な
ら
な
い
予
防

医
療
を
心
が
け 、
健
康
推
進
に
寄
与
し

た
＜
考
歪
て
い
ま
す 。

わ
か
り
や
す
い
説
明
で 、
お
な
か
の

こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
で
き
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
ま
す 。

i ,-9. 1
’ 

,i�'_Qt
-

A Q
 

対
象
疾
患
を
敦
え
て
く
だ
さ
い 。

A

一

般
内
科
と
し
て
風
邪
や
高
血

圧 、

糖
尿
病 、

脂
質
異
常
症 、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
な
ど
幅
広
く

診
て
い
ま
す 。
加
え
て 、

胃
カ
メ
ラ 、

大
腸
カ
メ
ラ
と
い
っ
た
内
視
鏡
検
査

や
腹
部
エ
コ
ー

検
査 、
ピ
ロ
リ
菌
の

診
断・
除
去
治
療
な
ど
の
ほ
か 、

各
種

健
診
も
行
っ
て
い
ま
す 。

専
門
の
消
化
器
領
域
で
は
今
後 、
肝

疾
患
や
潰
瘍
性
大
腸
炎 、
ク
ロ
ー

ン
病

な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す 。

Q
 新

星
お
な
か
の
ク
リ＿
一
ッ
ク

症
の
治
療
に
よ
っ
て
発
が
ん
を
抑
制
し

た
り 、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
た
り

し 、
早
期
発
見・
治
療
が
で
き
れ
ば
救

済
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す 。

日
本
で
は
検
診
受
診
率
が
ま
だ
ま

だ
低
く 、
こ
う
し
た
が
ん
が
進
行
し
た

状
態
で
発
見
さ
れ
て
い
る
の
が
多
い

現
状
に
あ
り
ま
す 。
進
行
し
た
消
化
器

が
ん
で
苦
し
む
患
者
さ
ん
を
少
し
で

も
減
3
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と 、

2
0
1
8
年
5
月
に
開
業
し
ま
し
た 。

読
者
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を 。

お
な
か
の
こ
と
以
外
で
も
ご
相
談
し

て
い
た
だ
い
て 、
地
域
の
方
々
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す 。

外
来
は
予
約
制
で
す
の
で 、
こ
来
院

の
際
は
事
前
に
こ
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す 。
パ
ソ
コ
ン 、
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
か

ら
も
予
約
で
き
ま
す
の
で 、
ぜ
ひ
こ
利

用
く
だ
さ
い 。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
予
防

の
た
め
健
診、
内
視
鏡
検
査
の
新
規
予
約
は

中
止
し
て
い
ま
す(
2
0
2
1

年
1
月
現
在） 。
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〒065-0033
札幌市東区北33条東8丁目2-1
エクセレント33 l階

0011-299-6988 
https://acupuncture-clinic-5892.business.site/ 

community based 

health facilities 地域医療

連携施設の

こ紹介

取
り
組
ん
で
い
ま
す 。

医
療・
介
護
に

私
た
ち
は 、

近
隣
の
先
生
方 、

施
設
と
運
携
し
て

地
域
密
着
の

健
康
保
険
で
治
療
を
受
け
る
ま
で

の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い 。

Q
 

A Q
 

施
誠
名
の
由
来
を
諏
え
て
く
だ
さ
い 。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
医

療
の
神
の
名
前
で
す 。
医
療
の
最
高

神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
補
佐
役
と
し

て 、
病
気
の
回
復
を
補
助
し 、
苦
し
む

人
に
癒
し
を
与
え
て
き
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す 。

当
院
は

品
医
療
の一
助
を
目
指
す
施

設ク
を
目
標
に
開
設
し
ま
し
た 。
「
医

療
11

ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス」
で
あ
る
な
ら

ば 、
私
た
ち
は
と
も
に
歩
み
を
進
め
る

テ
レ
ス
ポ
ロ
ス
で
あ
り
た
い
と
願
い 、

名
前
を
お
借
り
し
ま
し
た 。

開
纂
は
い
つ
で
す
か 。

2
0
2
0
年
12
月
で
す 。
コ
ロ
ナ

禍
で
す
か
ら 、
施
設
を
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
く
た
め 、

隣
り
合
う
ス
ペ
ー

ス
に
は
パ
ー

テ
ィ

シ
ョ
ン
を 、
室
内
入
り
口
に
は
プ
ラ
ズ

マ
ク
ラ
ス
タ
—

を
発
生
さ
せ
る
空
気

清
浄
機
を
設
置
し
て
い
ま
す 。

A Q
 鍼

灸・
マ
ッ
サ
ー
ジ

テ
レ
ス
ポ
ロ
ス

「
当
院
相
談
窓
口」
↓「

当
院
が

か
か
り
つ
け
医
や
医
療
機
関
へ
の
同

意
依
頼
書
を
作
成」
↓「

当
院
窓
口
か

郵
送
で
同
意
依
頼
書
を
受
け
取
り」

↓「
同
意
依
頼
書
を
持
参
の
上 、
医
療

機
関
受
診」
↓「
医
師
が
同
意
の
場

合 、
同
意
書
作
成」
↓「
同
意
書
を
持

参
し
当
院
来
院」
と
い
っ
た
流
れ
で

当
日
か
ら
治
療
が
可
能
で
す 。

同
じ
病
名
で
通
院
し
て
い
る
場
合

や
医
療
機
関
と
当
院
の
両
方
で
同
日

に
は
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
受
け
ら
ま
せ
ん

の
で 、
保
険
加
療
を
ご
希
望
の
方
は
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 。

読
者
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を 。

完
全
予
約
制
な
の
で
待
ち
時
間
な

く
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す 。
訪
問
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
し 、
保
険
対
象

外
で
症
状
や
健
康
に
不
安
の
あ
る
方

向
け
の
コ
ー

ス
や「
マ
ッ
サ
ー

ジ」「
リ

ラ
ッ
ク
ス
ス
ト
レ
ッ
チ」「
む
く
み
改

善」
な
ど
の
各
メ
ニ
ュ
—

も
設
け
て
い

ま
す
の
で 、
お
気
軽
に
こ
相
談 、
お
越

し
く
だ
さ
い 。

A
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施設基準 
 

 

【施設基準】 

○急性期一般入院料 1 

○診療録管理体制加算 1 

○医師事務作業補助体制加算 1（15対 1） 

○急性期看護補助体制加算(25対 1)・ 

夜間 50対 1急性期看護補助体制加算 

○看護職員夜間配置加算（16対 1配置加算 1） 

○療養環境加算 

○救急医療管理加算 

○栄養サポートチーム加算 

○医療安全対策加算 1・地域連携加算 1 

○感染防止対策加算 1・地域連携加算 

○抗菌薬適正使用支援加算 

○地域医療体制確保加算 

○後発医薬品使用体制加算 1 

○病棟薬剤業務実施加算 1 

○病棟薬剤業務実施加算 2 

○データー提出加算 2 

○入退院支援加算 1・入院支援加算・ 

総合機能評価加算 

○認知症ケア加算 2 

○せん妄ハイリスク患者ケア加算 

○排尿自立支援加算 

○脳卒中ケアユニット入院医療管理料 

○超急性期脳卒中加算 

○地域包括ケア病棟入院料 2・ 

看護職員配置加算・看護補助者配置加算 

○歯科疾患管理料の注 11に規定する 

総合医療管理加算 

○糖尿病合併症管理料 

○がん性疼痛緩和指導管理料 

○がん患者指導管理料イ 

○がん患者指導管理料ロ 

○がん患者指導管理料ハ 

○院内トリアージ実施料 

○救急搬送看護体制加算 1 

○外来放射線照射診療料 

○外来栄養食事指導料注 2 

○薬剤管理指導料 

○医療機器安全管理料 1 

○医療機器安全管理料 2 

○在宅腫瘍治療電場療法管理料 

○歯科疾患在宅療養管理料の 

注に規定する在宅総合医療管理加算 

○遺伝学的検査 

○検体検査管理加算Ⅱ 

○心臓カテーテル法による諸検査の 

血管内視鏡検査加算 

○神経学的検査 

○画像診断管理加算 2 

○ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 

○冠動脈ＣＴ撮影加算 

○心臓ＭＲＩ撮影加算 

○入院時食事療養（Ⅰ） 

○抗悪性腫瘍剤処方管理加算 

○外来化学療法加算 1 

○無菌製剤処理料 

○連携充実加算 

○心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 

○脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ) 

○運動器リハビリテーション料(Ⅰ) 

○呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ) 

○がん患者リハビリテーション料  

○歯科口腔リハビリテーション料 2 

○口腔粘膜処置 
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○レーザー機器加算 

○口腔病理診断管理加算 1 

○CAD/CAM冠 

○歯科外来診療環境体制加算 1 

○歯科点数表の初診料の注 1に規定する 

施設基準 

○脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 

○脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 

○乳がんセンチネルリンパ節加算 2 

○ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 

○バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 

○大動脈バルーンパンピング法(IABP法) 

○医科点数表第 2章第 10部手術の通則の 16に 

掲げる手術(胃瘻造設術) 

○輸血管理料Ⅱ 

○人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 

○胃瘻造設時嚥下機能評価加算 

○麻酔管理料Ⅰ 

○放射線治療専任加算 

○外来放射線治療加算 

○高エネルギー放射線治療 

○1回線量増加加算 

○強度変調放射線治療(ＩＭＲＴ) 

○画像誘導放射線治療加算(ＩＧＲＴ) 

○体外照射呼吸性移動対策加算 

○直線加速器による放射線治療(定位放射線治療) 

○定位放射線治療呼吸性移動対策加算 

○粒子線治療 

○粒子線治療適応判定加算 

○病理診断管理加算 1 

○悪性腫瘍病理組織標本加算 

○クラウン・ブリッジ維持管理料 

○先進医療技術 陽子線治療 

○酸素の購入価格 
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